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今
年
秋
、「
あ
や
の
わ
い
わ
い

フ
ェ
ス
タ
25
」が
綾
野
自
治
振
興
会

に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
は「
ふ
れ
あ
い
広
場
」と
し

て
ス
ポ
ー
ツ
の
み
の
行
事
で
し
た

が
、
今
年
度
は
さ
ら
に
住
民
の
皆

さ
ん
の
ふ
れ
あ
い
の
場
に
な
る
よ

う
、
総
合
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
体
力
測
定
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、

模
擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
大
道
芸
、
ま
た
屋
内
ス
テ
ー

ジ
で
の
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
や
ダ
ン
ス
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
で
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
綾
野
学
区
以
外
の
方
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

是
非
、
ご
家
族
、
お
友
達
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時：９
月
29
日（
日
）

場
所：水
口
体
育
館
及
び
水
口
中
央
公
民
館

時
間：９
時
30
分
か
ら
16
時
30
分

綾
野
自
治
振
興
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ：

①
区
長
部
会

　
毎
年
３
月
、
戦
没
者
の
追
悼
と
恒
久
平

和
を
祈
念
し
て「
戦
没
者
追
悼
式
」を
開
催

し
て
い
ま
す
。

②
福
祉
部
会

　
学
区
内
の
対
象
者
が
一
堂
に
会
し「
敬
老

祝
賀
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

③
体
育
部
会

　
学
区
内
の
児
童
・
生
徒
・
住
民
を
対
象
に

「
朝
宮
学
区
体
育
大
会
」を
実
施
し
て
い
ま

す
。 取

り
組
み
内
容

朝宮自治振興会
●自治振興会の活動内容を紹介しています●

輪
朝宮地域は市の西端に位置し、大津市や京都府と接しており、西側から宮尻・下朝宮・上朝宮の３つの区によって成っています。

朝宮自治振興会は、平成２３年６月に旧朝宮地区社協を解散し、新たにスタートしました。
活動内容や役員構成は地区社協の方針を継承しています。しかし、設立３年目を迎え、活動内容や組織の見直しが課題になっています。
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④
文
化
部
会

　
毎
年
11
月
22
日
・
23
日
に
、
茶
ま
つ
り
と

合
同
の「
朝
宮
フ
ェ
ス
タ
」と
し
て
、
文
化

祭
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題

　
朝
宮
自
治
振
興
会
は
設
立
３
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

　
設
立
当
初
は
地
区
社
協
の
代
替
え
組
織

と
し
て
当
地
域
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

地
区
社
協
そ
の
も
の
が
行
事
中
心
と
い
う

問
題
点
を
抱
え
て
い
て
、
組
織
の
硬
直
化

が
問
わ
れ
て
い
る
中
で
の
移
行
で
し
た
。

　
自
治
振
興
会
も
設
立
当
時
、
問
題
点
を

指
摘
す
る
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
朝
宮

の
現
状
の
組
織
構
成
で
は
受
け
入
れ
が
た

い
よ
う
で
し
た
。

　
日
本
中
が
世
界
で
も
類
の
な
い
超
高
齢

化
社
会
に
直
面
す
る
中
で
、
朝
宮
の
住
民

の
高
齢
化
率
は
30
％
を
超
え
ま
し
た
。
こ

の
ま
ま
で
は
10
～
30
年
後
に
は
超
高
齢
化

社
会
を
迎
え
る
事
に
対
す
る
危
機
感
が
あ

り
ま
す
。

　
政
治
や
行
政
だ
け
で
解
決
で
き
る
問
題

で
は
な
く
、
地
域
住
民
が
自
ら
積
極
的
に

行
動
し
て
住
民
が
今
取
り
組
む
べ
き
課
題

に
目
を
そ
ら
す
こ
と
な
く
、
地
域
を
挙
げ

て
の
対
応
が
急
務
で
す
。

　
日
常
の
些
細
な
出
来
事
や
地
域
の
中
で

し
か
出
来
な
い
こ
と
、
四
季
折
々
の
風
、

空
気
、
か
お
り
、
に
お
い
を
感
じ
る
朝
宮

の
住
民
自
身
で
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
情
報
が
洪
水
の
ご
と
く
氾
濫
し
て
い
ま

す
。
積
極
的
な
住
民
の
意
見
を
聞
き
発
信

す
る
朝
宮
発
の
情
報
誌
を
つ
く
り
ま
す
。

　
女
性
の
視
線
で
の
広
報
委
員
会
が
、
今

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
自
治
振
興
会
の
今
の
課
題
探
し
が
地
域

住
民
で
共
有
で
き
れ
ば
一
歩
前
進
で
す
。

　

例
と
し
て
、
ご
意
見
募
集
コ
ー
ナ
ー
、

写
真
の
部
、
ツ
ィ
ッ
タ
ー
の
部
、
人
物
紹

介
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
自
治
振
興
会
か
ら
の
お
知
ら

せ
コ
ー
ナ
ー
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

朝
宮
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
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問
い
合
わ
せ

▲楽しい出し物も

▲朝宮自慢の茶のまつりと文化祭

▲3月に開かれる戦没者追悼式

▲区民交流の場

七
夕
飾
り
を
持
ち
寄
っ
て

　

   　

  

皆
で
楽
し
い
ひ
と
時
を

●
甲
南
第
一
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
七
夕
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る
恒
例
の
七
夕
ま
つ

り
が
7
月
7
日
、
矢
川
神
社
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
隣
の
保
育
園
や
福
祉
施
設
な
ど
か
ら
短
冊
に
願
い
ご
と

が
書
か
れ
た
七
夕
飾
り
約
６
０
０
本
が
飾
ら
れ
、お
祭
り
ム
ー

ド
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
多
く
の
屋
台
が
立
ち
並
ぶ
会
場
で
は
、
甲
南
第
一
自
治
振

興
会
の
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く

い
も
行
わ
れ
盛
況
で
し
た
。
ま

た
、
人
気
者
の
に
ん
じ
ゃ
え
も

ん
が
登
場
し
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
十
二
坊

太
鼓
の
勇
ま
し
い
音
が
響
く

中
、
甲
賀
手
筒
花
火
が
打
ち
上

げ
ら
れ
、
大
人
も
子
ど
も
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

元気に体育会
●信楽地域市民センター

　
信
楽
学
区
自
治
振
興
会・神
山
江
田
分
会
主
催
の
歩
こ
う
会
と
体
育
会
が
６

月
16
日
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
集
合
場
所
か
ら
歩
こ
う
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、
信
楽
運
動
公
園
を
目
指
し

ま
し
た
。
そ
し
て
到
着
後
は
、
体
育
会
で
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
玉
入
れ
な

ど
誰
で
も
出
来
る
ス
ポ
ー
ツ
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
昼
食
時
に
は
、
江
田
健
康
推
進
委
員
の
皆
さ
ん
が
高
血
圧
予
防
の
た

め
の「
減
塩
み
そ
汁
」を
振
舞
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ス
ポ
ー
ツ
で
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
が
深
ま
り
、
ご

自
分
の
健
康
意
識
が
高
ま
る
1
日
と
な
り
ま
し
た
。

今年も始まりました
●大野地域市民センター

　
大
野
地
域
自
治
振
興
会
教
育
・
文
化
部
会
と
大
野
公
民
館
と
の
共
催
で
、

７
月
よ
り「
文
化
活
動
自
主
教
室
」が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
教
室
は
、
山
野
草・生
け
花・ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー・茶
道
な
ど
で
す
。

教
室
は
、
昨
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
皆
さ
ん
に
好
評
で
あ
っ
た
の
で
、

今
年
度
も
引
き
続
き
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
８
月
の
木
曜
日
に「
夏
休
み
子
ど
も
教
室
」を
４
回
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
涼
し
い
部
屋
で
夏
休
み
の
宿
題
な
ど
自
分
が
勉
強

し
た
い
こ
と
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　
仲
間
が
集
ま
っ
て
と
も
に
頑
張
る
場
所
が
あ
る
こ
と
で
、
宿
題
も
サ
ク
サ

ク
と
出
来
上
が
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
秋「
あ
や
の
わ
い
わ
い

　
　
　
　
　
　

フ
ェ
ス
タ
25
」開
催

●
綾
野
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

http://ayano-m
zk.com

/

▲境内に飾られた七夕飾り

▲盛り上がった玉入れ

▲山野草教室の様子

▲昨年開催の様子
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